



































益関係者主導型の原因帰属と消費者の CSR 認知との関係、および消費者の CSR 認知と消
費者-企業の同一化との関係という２つのパスで現れていることが分かった。既成概念に
とらわれない新鮮な研究視点と分析手法を用いて複数の課題を解明したことで、学術的に
も実践的にも大きな貢献があると考えられる。
